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(57)【要約】
【課題】遊技盤面上に設けた吸着面に吸着保持された遊
技球を遊技盤面に放出する動作自体に演出上の意味付け
をして、他のギミックや映像とのコラボレーションによ
って演出の一部として利用することにより、遊技者を驚
かせ強く印象付けると共に、楽しみながら遊技が行える
これまでにない斬新な演出効果を発揮できる。
【解決手段】吸着手段２５は、遊技球を吸着保持する吸
着面２６と、吸着面の背面側に配置された電磁石２７と
、電磁石に電力を供給する電源２８と、電源から該電磁
石に供給される電力を調節する電磁石制御手段２９と、
を備え、電磁石制御手段は、吸着面に遊技球が吸着保持
されているときに、駆動制御手段４３が可動装飾体を退
避位置から突出位置に移動させるタイミングにて、遊技
球Ｂを落下させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤面に設けた入賞口と、該入賞口内に入球した遊技球を吸着する吸着手段と、可動
装飾体ユニットと、を備えた盤面部品であって、
　前記吸着手段は、遊技球を吸着保持する吸着面と、前記吸着面の背面側に配置された電
磁石と、該電磁石に電力を供給する電源と、該電源から該電磁石に供給される電力を調節
する電磁石制御手段と、を備え、
　前記可動装飾体ユニットは、前記吸着面から退避した退避位置と該吸着面の前方に突出
する突出位置との間を進退する可動装飾体と、前記可動装飾体を駆動するモータと、前記
モータを駆動制御する駆動制御手段と、を備え、
　前記電磁石制御手段は、前記吸着面に遊技球が吸着保持されているときに、前記駆動制
御手段が前記可動装飾体を前記退避位置から前記突出位置に移動させるタイミングにて、
前記遊技球を落下させることを特徴とする盤面部品。
【請求項２】
　前記電磁石制御手段は、前記吸着面に遊技球が吸着保持されているときに、前記電磁石
への通電を遮断することにより前記遊技球を落下させることを特徴とする請求項１に記載
の盤面部品。
【請求項３】
　前記電磁石制御手段は、前記入賞口からの遊技球を前記吸着面に吸着する際には該遊技
球を吸着保持できる程度に前記電磁石の磁力を強くする一方で、全ての遊技球の吸着完了
後においては各遊技球が落下しない程度に磁力を低下させるように制御することを特徴と
する請求項１に記載の盤面部品。
【請求項４】
　前記電磁石制御手段が前記電磁石の磁力を低下させた状態において前記可動装飾体を前
記吸着面上の遊技球と接触させることにより該遊技球を落下させることを特徴とする請求
項３に記載の盤面部品。
【請求項５】
　前記入賞口から入球した遊技球を前記吸着面に放出させる放出口を有した遊技球通路を
備え、
　前記放出口には、放出された遊技球を一旦受けて減速させてから前記吸着面に移行させ
る緩衝部材が配置されていることを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載の盤面
部品。
【請求項６】
　前記吸着面に、前記放出口から放出されて該吸着面に吸着保持される遊技球の停止位置
を端縁にて規制するストッパ部材を添設したことを特徴とする請求項１乃至５の何れか一
項に記載の盤面部品。
【請求項７】
　前記電磁石は、磁気生成面を前記吸着面の背面に向けて配列された複数個の電磁石片を
備え、前記電磁石制御手段は、前記各電磁石片への通電を個別に調整可能に構成されてい
ることを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の盤面部品。
【請求項８】
　遊技盤面に設けた入賞口と、該入賞口内に入球した遊技球を吸着する吸着手段と、可動
装飾体ユニットと、を備えた盤面部品であって、
　前記吸着手段は、遊技球を吸着保持する吸着面と、前記吸着面の背面側に進退自在に配
置された磁石と、該磁石を進退させる磁石駆動機構と、駆動機構制御手段と、を備え、
　前記可動装飾体ユニットは、前記吸着面から退避した退避位置と該吸着面の前方に突出
する突出位置との間を進退する可動装飾体と、前記可動装飾体を駆動するモータと、前記
モータを駆動制御する駆動制御手段と、を備え、
　前記駆動機構制御手段は、前記磁石駆動機構を制御して前記磁石を吸着姿勢と非吸着姿
勢との間で進退させることを特徴とする盤面部品。
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【請求項９】
　前記駆動機構制御手段は、前記磁石が前記吸着姿勢にあることにより前記吸着面に遊技
球が吸着されているときに、前記駆動制御手段が前記可動装飾体を前記退避位置から前記
突出位置に移動させるタイミングにて、前記磁石を前記非吸着姿勢に移行させることによ
り前記遊技球を落下させることを特徴とする請求項８に記載の盤面部品。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の盤面部品と、遊技盤と、を備えたことを特徴とす
る遊技盤ユニット。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の遊技盤ユニットを備えたことを特徴とするパチンコ遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入賞した遊技球を貯留して演出用の小道具として利用するようにした盤面部
品、遊技盤ユニット、及びパチンコ遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパチンコ遊技機では、遊技盤面を流下する遊技球が始動口へ入賞するのを契機と
して電子的な抽選が行われ、大当たりに当選して変動入賞口が所定時間開放される間に、
遊技球をできるだけ多く入賞させて、賞球を獲得する遊技が行われている。
　しかし、遊技球を入賞口へ入賞させる楽しさだけではなく、遊技者の視界の中で遊技を
強く印象付ける演出を行うことによって、パチンコ遊技機をより一層楽しくさせる遊技演
出も種々行われている。
　例えば、特許文献１では、遊技盤面上で遊技映像を表示する図柄表示部の前面に遊技球
保持用空間を設け、遊技球を一定の遊技条件下で遊技球保持用空間に保持させることによ
り、図柄表示部とその前の遊技球保持用空間に保持される遊技球とで協働した表示演出を
行うパチンコ遊技機が開示されている。
　また、特許文献２では、遊技盤上の液晶表示装置の近辺に第１役物としての戦車模型、
あるいは液晶表示装置の画面上方から出現する７セグメント型表示装置からなる第２役物
とが設けられていて、戦車模型の砲塔の先端部が７セグメント型表示装置の方向を指し示
すことに対応して画面表示を変化させるなど、第１役物と第２役物の動作を組み合わせて
演出を行う遊技機が開示されている。
　また、特許文献３には、遊技領域の最下部に配置される第１アウト口よりも上方に第２
アウト口を設けると共に、第２アウト口に入球した遊技球を視認可能な状態で貯留する貯
留手段を設け、遊技の進行状況に応じて貯留された遊技球を外部に排出させたり、再び遊
技領域内に供給するようにした遊技機が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－４３１１１公報
【特許文献２】特開２００７－２７５１２７公報
【特許文献３】特開２００７－１９５６２４公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記のような演出機能を備えたパチンコ遊技機では、遊技盤面上で変動図柄等を表示す
る液晶表示装置と遊技球とを組み合わせて変化のある表示演出を行ったり（特許文献１）
、液晶表示装置と可動する複数の役物同士を対応させて表示を変化させたりする演出が行
われている（特許文献２）。また、第２アウト口と、第２アウト口からのアウト球を貯留
する手段を設けて、貯留した遊技球を演出手段の一部として利用することが行われている
（特許文献３）。
　しかしながら、上記したパチンコ遊技機では、遊技球あるいは役物を使い液晶表示装置
との間で一定の演出効果は得られるものの、従来の遊技演出の延長線上にあり、遊技者を
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驚かせ、強く印象付ける斬新な演出効果が得られるとまでは言えなかった。
　特許文献３においては、貯留手段から遊技球を排出する動作に演出上の意味付けをした
り、排出される遊技球を演出の一部として利用している訳ではなく、単に排出するに過ぎ
ないため斬新性に乏しい点が問題である。
　このように、遊技中における演出は、遊技者が当該パチンコ遊技機に対して良好なイメ
ージを形成する上で非常に重要な要素であり、遊技に飽きてしまうか、継続して遊技を行
いたいと思うかの分かれ目となる。
　本発明はこのような点に鑑みてなされたものであり、遊技盤面上に設けた吸着面に吸着
保持された遊技球を遊技盤面に放出する動作自体に演出上の意味付けをして、他のギミッ
クや映像とのコラボレーションによって演出の一部として利用することにより、遊技者を
驚かせ強く印象付けると共に、楽しみながら遊技が行えるこれまでにない斬新な演出効果
が期待できる盤面部品、遊技盤ユニット、及びパチンコ遊技機を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明に係る盤面部品は、遊技盤面に設けた入賞口
と、該入賞口内に入球した遊技球を吸着する吸着手段と、可動装飾体ユニットと、を備え
た盤面部品であって、前記吸着手段は、遊技球を吸着保持する吸着面と、前記吸着面の背
面側に配置された電磁石と、該電磁石に電力を供給する電源と、該電源から該電磁石に供
給される電力を調節する電磁石制御手段と、を備え、前記可動装飾体ユニットは、前記吸
着面から退避した退避位置と該吸着面の前方に突出する突出位置との間を進退する可動装
飾体と、前記可動装飾体を駆動するモータと、前記モータを駆動制御する駆動制御手段と
、を備え、前記電磁石制御手段は、前記吸着面に遊技球が吸着保持されているときに、前
記駆動制御手段が前記可動装飾体を前記退避位置から前記突出位置に移動させるタイミン
グにて、前記遊技球を落下させることを特徴とする。
　電磁石による遊技球の吸着、吸着解除動作と、可動装飾体の動作との組合せによって特
徴的な演出を実現することができる。
　請求項２の発明に係る盤面部品は、請求項１において、前記電磁石制御手段は、前記吸
着面に遊技球が吸着保持されているときに、前記電磁石への通電を遮断することにより前
記遊技球を落下させることを特徴とする。
【０００５】
　請求項３の発明に係る盤面部品は、請求項１において、前記電磁石制御手段は、前記入
賞口からの遊技球を前記吸着面に吸着する際には該遊技球を吸着保持できる程度に前記電
磁石の磁力を強くする一方で、全ての遊技球の吸着完了後においては各遊技球が落下しな
い程度に磁力を低下させるように制御することを特徴とする。
　遊技球が落下しない程度に磁力を低下した状態においては、遊技球を可動装飾体により
落下させることもできるし、吸着面上における遊技球の高さ位置を下方に集中させるよう
に移動させることもできる。
　請求項４の発明に係る盤面部品は、請求項３において、前記電磁石制御手段が前記電磁
石の磁力を低下させた状態において前記可動装飾体を前記吸着面上の遊技球と接触させる
ことにより該遊技球を落下させることを特徴とする。
　可動装飾体との実際の接触により遊技球が落下することにより落下時の迫力を高めるこ
とが可能となる。
【０００６】
　請求項５の発明に係る盤面部品は、請求項１乃至４の何れか一項において、前記入賞口
から入球した遊技球を前記吸着面に放出させる放出口を有した遊技球通路を備え、前記放
出口には、放出された遊技球を一旦受けて減速させてから前記吸着面に移行させる緩衝部
材が配置されていることを特徴とする。
　遊技球の放出速度が減速されることにより使用する電磁石の出力を小さくしても十分に
遊技球を吸着保持することが可能となる。
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　請求項６の発明に係る盤面部品は、請求項１乃至５の何れか一項において、前記吸着面
に、前記放出口から放出されて該吸着面に吸着保持される遊技球の停止位置を端縁にて規
制するストッパ部材を添設したことを特徴とする。
　ストッパ部材を用いることにより、遊技球はストッパ部材の端縁を越えて移動すること
ができなくなり、停止位置を規制することが可能となる。
【０００７】
　請求項７の発明に係る盤面部品は、請求項１乃至６の何れか一項において、前記電磁石
は、磁気生成面を前記吸着面の背面に向けて配列された複数個の電磁石片を備え、前記電
磁石制御手段は、前記各電磁石片への通電を個別に調整可能に構成されていることを特徴
とする。
　複数の電磁石片を個別にオンオフ制御することにより、遊技球を落下させる際の態様に
バリエーションを持たせることがかのうとなる。
　請求項８の発明に係る盤面部品は、遊技盤面に設けた入賞口と、該入賞口内に入球した
遊技球を吸着する吸着手段と、可動装飾体ユニットと、を備えた盤面部品であって、前記
吸着手段は、遊技球を吸着保持する吸着面と、前記吸着面の背面側に進退自在に配置され
た磁石と、該磁石を進退させる磁石駆動機構と、駆動機構制御手段と、を備え、前記可動
装飾体ユニットは、前記吸着面から退避した退避位置と該吸着面の前方に突出する突出位
置との間を進退する可動装飾体と、前記可動装飾体を駆動するモータと、前記モータを駆
動制御する駆動制御手段と、を備え、前記駆動機構制御手段は、前記磁石駆動機構を制御
して前記磁石を吸着姿勢と非吸着姿勢との間で進退させることを特徴とする。
　この構成によれば、電磁石を用いなくても遊技球の吸着、及び吸着解除を行うことが可
能となる。
【０００８】
　請求項９の発明に係る盤面部品は、請求項８において、前記駆動機構制御手段は、前記
磁石が前記吸着姿勢にあることにより前記吸着面に遊技球が吸着されているときに、前記
駆動制御手段が前記可動装飾体を前記退避位置から前記突出位置に移動させるタイミング
にて、前記磁石を前記非吸着姿勢に移行させることにより前記遊技球を落下させることを
特徴とする。
　請求項１０の発明に係る遊技盤ユニットは、請求項１乃至９の何れか一項に記載の盤面
部品と、遊技盤と、を備えたことを特徴とする。
　請求項１１の発明に係るパチンコ遊技機は、請求項１０に記載の遊技盤ユニットを備え
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、入賞口内に入球した遊技球を電磁石により吸着する吸着手段と、可動装飾
体を備えた可動装飾体ユニットと、を備え、吸着面に遊技球が吸着保持されているときに
、可動装飾体を退避位置から突出位置に移動させるタイミングにて遊技球を落下させるよ
うにした。
　遊技球の落下は、電磁石をオフにすることにより実施してもよいし、電磁石の磁力を低
下させた状態で可動装飾体を遊技球に接触させることによって実施してもよい。
　遊技中に吸着保持された遊技球に向けて可動装飾体を移動させるタイミングで遊技球を
落下させるので、迫力ある演出効果で遊技者を驚かせ、強く印象付けることで、楽しみな
がら遊技を行うことができる。
　電磁石、或いは永久磁石を吸着姿勢と非吸着姿勢との間で進退自在に構成することによ
り、遊技球の吸着、及び吸着解除を実現できるように構成してもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明のパチンコ遊技機の実施形態について説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係るパチンコ遊技機の全体正面図であり、図２及び図３は
本発明の一実施形態（第１の実施形態）に係る吸着貯留装置の構成及び動作を示す斜視図
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であり、図４は本発明の特徴的な構成を示す要部拡大図であり、図５は本発明の他の特徴
的な構成を示す説明図であり、図６（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は上記吸着貯留装置の正面図
、平面図、及び側面図である。
　図１に示すパチンコ遊技機１は、矩形形状の枠２を有し、この枠２の窓孔に対して裏側
から遊技盤３が着脱可能に取り付けられている。
　遊技盤３の前面側には図示しないガラス枠が開閉可能に取り付けられている。また遊技
盤３の下部には遊技球を貯めておく受け皿部４と、受け皿部４内の遊技球を発射する発射
レバー５等が設けられている。また受け皿部４の上部には、遊技演出を行うチャンスボタ
ンや十字キー、あるいは遊技球の購入ボタンや購入取り消しボタンなどの操作部６が設け
られている。
　遊技盤３の裏面には、液晶画面、主制御基板とサブ制御基板等、遊技の進行、演出に関
わる裏部品を組み付けた合成樹脂製の機構板（何れも図示せず）が開閉自在に装着されて
いる。遊技盤３における遊技領域３ａの周囲には、発射レバー５を操作することにより発
射装置から発射された遊技球を遊技領域３ａの上部に案内したり、アウト口７に案内した
りする外レールＲ１及び内レールＲ２が設けられている。
【００１１】
　遊技盤３のほぼ中央には、画像表示手段としての液晶表示器９が配置されている。液晶
表示器９は、例えば液晶表示パネルにより構成され、通常動作状態の時は、特別図柄に応
じた画像が表示される。また、所謂リーチ状態や特別遊技状態の時は、それぞれの遊技状
態であることを示す演出画像等が表示される。
　遊技盤３の右側下方の遊技領域外には、特別図柄の変動と表示を行う特別図柄表示器８
や普通図柄の変動と表示を行う普通図柄表示器１０などが設けられている。
　特別図柄変動中に後述する第１始動口スイッチ又は第２始動口スイッチによって遊技球
の入賞が検知されると、当該入球によって得られる特別図柄の変動表示の権利、いわゆる
貯留球が貯留される。この貯留された貯留球の数は貯留ランプ１５により表示される。
　液晶表示器（画像表示装置）９の下方には、特別図柄表示器８の特別図柄を可変表示さ
せるための可変入賞装置１１が設けられている。
　可変入賞装置１１は、上始動ポケット１４と、左右一対の開閉爪（開閉片）を有する電
動式チューリップ（以下、「電チュー」と称する）１７とを備える。上始動ポケット１４
内には、特別図柄表示器８の特別図柄を変動表示させる第１始動口スイッチ（ＳＷ）が設
けられている。また電チュー１７の内部には、特別図柄表示器８の特別図柄を変動表示す
る第２始動口スイッチ（ＳＷ）が設けられている。
【００１２】
　また、液晶表示器９の左側には、遊技盤の右下部に配置された普通図柄表示器１０を作
動させるためのゲート１２が設けられている。ゲート１２の内部にはゲートスイッチ（Ｓ
Ｗ）が設けられており、遊技球がゲート１２のゲートＳＷ１３６を通過したときに、所定
時間作動して停止するようになっている。そして、所定態様で停止したときに可変入賞装
置１１に設けられた電チュー１７から成る開閉片を所定時間、開成動作するように構成さ
れている。
　さらに可変入賞装置１１の下方には、特別遊技状態の一つである大当り状態のときに開
成状態になる開閉扉を有する下大入賞口１３が設けられている。
　また遊技盤３には、普通入賞口１６が設けられていると共に、風車や図示しない多数の
遊技釘が突設されている。遊技釘は、遊技球の落下速度を遅くすると共に、落下方向を複
雑に変化させて遊技進行上の興趣を高めている。
【００１３】
　本発明に係る盤面部品は、電磁石を用いた遊技球の吸着貯留装置２０に関するものであ
り、図２乃至図６に基づいてこの吸着貯留装置について説明する。
　なお、吸着貯留装置（盤面部品）２０と、遊技盤３とは、遊技盤ユニットを構成してい
る。
　吸着貯留装置２０は、遊技盤面に設けた入賞口（上大入賞口）２１と、入賞口２１内に
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入球した遊技球Ｂを吸着する吸着手段２５と、可動装飾体ユニット４０と、を備えている
。
　入賞口２１は、大当り状態のときに開成状態となる図示しない開閉片を備えた別の大入
賞口（以下、上大入賞口）を構成しており、上大入賞口２１に入賞した遊技球Ｂは図示し
ないセンサによりカウントされて吸着貯留装置２０により一時的に貯留され、その後遊技
球は遊技演出を行なうために放出される。
　上大入賞口２１には、入球した遊技球を所定方向へ搬送して放出口２２ａから吸着面に
向けて放出させる遊技球通路２２が連設されており、放出口２２ａは、遊技球を後述する
吸着面２６と平行な方向に、或いはやや斜めに（吸着面に対して鋭角状の入射角度に）放
出するようにその放出角度が設定されている。上大入賞口２１から入球してきた遊技球の
滞留を防止するために遊技球通路２２はやや下向きに傾斜させることが好ましく、放出口
２２ａから放出される遊技球は所定の速度で吸着面２６に向かうように設定されている。
【００１４】
　吸着手段２５は、磁性体から成る遊技球Ｂを吸着保持する吸着面２６と、吸着面の背面
側に配置されて磁界出力面（前面）２７ａから出力された磁力（図中のドットは磁界を示
す）により遊技球を吸着させる電磁石２７と、電磁石２７に電力を供給する電源２８と、
電源２８から電磁石に供給される電力を制御する電磁石制御手段２９と、を備えている。
　吸着面（吸着板）２６は、背面に位置する電磁石２７の磁界出力面２７ａから出力され
た磁力の透過を妨げることがない材質、例えば樹脂材料にて構成された薄板であり、上大
入賞口２１からその平坦な前面に向けて放出されてきた遊技球を励磁された電磁石２７か
らの磁力（磁界）により前面に吸着保持させるように構成されている。なお、吸着面２６
は必ずしも平坦面である必要はなく、遊技球を吸着保持し易いように突部、或いは凹部を
適宜設けても良い。
　電磁石２７は、電磁石制御手段２９が電源２８から供給される電力を制御することによ
って所定の吸着力によって遊技球を吸着面２６に吸引できるように構成されている。電磁
石制御手段２９が電磁石への通電を遮断することにより吸着面に吸着されていた遊技球は
落下する。また、電磁石からの磁力を低下させることにより、吸着面に吸着保持された遊
技球の高さ位置を吸着面に沿って下方へ移動させることも可能である。
【００１５】
　放出口２２ａから放出されてきた遊技球を吸着保持する当初における電磁石２７の磁力
は、放出されてきた遊技球Ｂの速度を減殺しつつ吸着保持できる程度に強く設定する。
　なお、電磁石２７の磁力の値は常に一定に保持しておく必要はなく、例えば吸着当初に
は放出されてきた遊技球を吸着保持できる程度に強くしておく一方で、全ての遊技球の吸
着を完了した後は磁力を徐々に弱めてゆくことにより吸着面２６上に分散して吸着されて
いた遊技球を吸着面に沿って徐々に（段階的に）下降させて行き、全ての遊技球が吸着面
の下方に達した時点で電磁石をオフにして一挙に落下させるようにしてもよい。或いは、
全ての遊技球が吸着面の下方に達した時点で電磁石を後述する可動装飾体４１による押圧
力によって落下させるようにしてもよい。
　遊技球通路２２の放出口２２ａから放出された遊技球は吸着面に対して略平行に、或い
は鋭角状の入射角度にて進入するため電磁石２７からの磁力さえ遊技球を保持するに足る
程度に十分に強く設定されていれば、吸着面に突き当たった遊技球は減速されて直ちに静
止した状態となる。また、後続の遊技球が衝突した際の勢いにより先行して吸着されてい
た遊技球が落下することがないように電磁石の磁力は十分に強く設定される。
【００１６】
　このように所定の速度で放出されてきた遊技球を直ちに吸着して静止させることができ
るように電磁石２７の磁力を強く設定する必要があるが、磁力の増強に伴って電磁石が大
型化することを防止するために、本発明では図４に示すように遊技球通路の放出口２２ａ
に、放出された遊技球を一旦受けて減速させる緩衝部材（フレキシブル舌片）２３を配置
している。緩衝部材２３は放出口の下側周縁に沿って一体的に突設された樹脂板等からな
る可撓性材であり、放出口から放出されてきた遊技球は図４（ａ）（ｂ）に示すように一
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旦緩衝部材上に乗ってその自重によって緩衝部材を下方へ撓ませることにより勢いを減殺
（減速）されてから吸着面に向けて放出される。このように遊技球は一旦緩衝部材による
クッション効果によって勢いを減殺されるため、吸着面に衝突する際の勢いを低減させる
ことができる。このため、使用する電磁石の出力を小さくすることが可能となり、電磁石
の大型化を防止できる。
　なお、本発明者による実験の結果、吸着面２６が平坦であると放出口２２ａから放出さ
れて吸着面上に吸着されようとする遊技球Ｂが吸着面上を滑って停止位置がばらつくこと
があった。吸着面に吸着保持された個々の遊技球の吸着位置にバラツキがあると、可動装
飾体ユニット４０や液晶表示器９上の表示映像との絡みで全ての遊技球を一括して落下さ
せる際の個々の遊技球の落下タイミングがばらついて演出上の不都合をもたらすことがあ
る。そこで、本発明者による実験により、放出されてきた遊技球の吸着面上における停止
位置を安定させるためには、セロハンテープの如き薄いシート（ストッパ部材）２４を吸
着面２６に添着しておくことが有効であることが判明した（図５）。即ち、シート２４は
１ｍｍ以下の肉厚を有しているに過ぎないが、シート２４の端縁２４ａと吸着面との間に
形成される段差部は放出口２２ａから吸着面に向けて放出され、吸着面上を滑って移動し
てくる遊技球を停止させるには十分である。シート２４は、非磁性材料から構成するのが
好ましい。
【００１７】
　次に、図２、図３、図６に示すように可動装飾体ユニット４０は、吸着面２６から退避
した退避位置と吸着面の前方に突出した突出位置との間を遊技盤面と略平行に進退する可
動装飾体４１と、可動装飾体４１を駆動するモータ４２と、モータ４２を駆動制御する駆
動制御手段４３と、を備えている。本実施形態では、可動装飾体４１は、基端部をモータ
４２の出力軸４２ａにより揺動自在に軸支された剣を象ったギミックである。可動装飾体
４１の位置は、フォトセンサＰにより検知される。
　電磁石制御手段２９は、吸着面２６に遊技球Ｂが吸着保持されているときに、駆動制御
手段４３が可動装飾体４１を図２の退避位置から図３の突出位置に移動させるタイミング
にて、遊技球を落下させるように各制御対象物を制御する。
　吸着面に吸着保持された状態にある遊技球Ｂを落下させる一つの手法としては、電磁石
制御手段が電磁石への通電を遮断することにより吸着面上の遊技球を落下させる方法を挙
げることができる。遊技球を落下させる他の手法は、電磁石の磁力を低下させた状態にお
いて可動装飾体４１を吸着面上の遊技球と接触させることにより該遊技球を落下させる方
法である。
【００１８】
　本実施形態に係る吸着貯留装置２０は、液晶表示器９の上部に設けられた上大入賞口２
１の開閉片が開成状態のときに入賞した遊技球Ｂをセンサでカウントし、一個ずつ放出さ
れてくる遊技球を順次電磁石の磁力によって吸着面２６の前面にて吸着保持する。そして
、一定の条件下で可動装飾体４１を回動させる。
　可動装飾体４１が遊技球Ｂと接触可能な移動経路に沿って突出方向へ回動する際に、電
磁石制御手段２９によって電源をオフして電磁石の磁力を解除することにより遊技球は落
下するため、あたかも剣状の可動装飾体４１が遊技球を落下させた如き演出を行うことが
可能となる。
　或いは、可動装飾体４１を突出位置に移動させる際に、電磁石の吸着力を遊技球が自重
によって落下しない程度に弱めておくことにより、可動装飾体４１が遊技球と接触する際
の押圧力によって遊技球を落下させることが可能である。
　上記の演出に際しては、液晶表示器９上に投影される映像９ａとのコラボレーションに
より、演出効果を更に高めることが可能となる。
　なお、電磁石の磁力を強く設定した場合、吸着面に多数の遊技球を連続して放出すると
、遊技球が下方に押し出されると共に遊技球間の吸着力によって遊技球が下方に位置する
液晶表示器９の前面に数珠繋ぎ状、或いは葡萄状に垂れ下がった状態となる。この場合に
は、液晶表示器９上に投影される映像９ａと、可動装飾体の動作とのコラボレーションに
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より、遊技球の落下に伴う演出効果を高めることが可能となる。
【００１９】
　次に、図７は本発明の他の実施形態（第２の実施形態）に係る吸着貯留装置２０の構成
を示す斜視図、図８（ａ）及び（ｂ）はこの吸着貯留装置の正面部、及び吸着手段の構成
を拡大図であり、図９（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は電磁石片群毎への通電を段階的に解除し
た場合の磁界の状態を示す説明図である。
　本実施形態に係る吸着貯留手段２０が備える吸着手段２５は、磁性体から成る遊技球Ｂ
を吸着保持する吸着面２６と、吸着面の背面側に配置されて磁界出力面（前面）２７ａか
ら出力された磁力（図中のドットは磁界を示す）により遊技球を吸着させる電磁石２７と
、電磁石２７に電力を供給する電源２８と、電源２８から電磁石に供給される電力を制御
する電磁石制御手段２９と、を備えている。
　本実施形態の特徴的な構成は、電磁石２７が、各磁気生成面３０ａを吸着面（吸着板）
２６の背面に向けて配列された複数個の電磁石片３０を備え、更に、電磁石制御手段２９
が各電磁石片３０への通電を個別に調整可能に構成されている点にある。
　電磁石制御手段２９は、個々の電磁石片３０に対する通電を個別に制御するように構成
してもよいが、本実施形態では９個の電磁石片３０縦横に３個ずつ配列し、縦列を構成す
る３個ずつを一つのグループとしてグループ単位で制御するようにしている。即ち、図８
に示すように可動装飾体４１に最も近い縦列を第１列とし、順次第２列、第３列として、
この列毎にオンオフ制御するようにする。
【００２０】
　次に、本実施形態に係る吸着貯留手段２０による遊技球の落下手順を図９に基づいて説
明する。
　まず、図９（ａ）では放出口２２ａから放出されてきた勢いのある遊技球を順次捕捉し
て吸着する必要があるため、第１列から第３列までの全ての電磁石片３０に通電して励磁
させることにより吸着面２６の全面により遊技球を吸着可能な状態を作出する。図９（ａ
）中にドットで示した円形の範囲が全ての電磁石片３０から出力された磁界の範囲を示し
ており、この状態では放出口から放出されてきた全ての遊技球（図示せず）が吸着面２６
に吸着保持される。
　次いで、図９（ｂ）（ｃ）に示すように可動装飾体ユニット４０を作動させて可動装飾
体４１を吸着面の前面と平行な経路にて移動させる過程で、第１列から第３列の電磁石片
３０への通電を順次オフしてゆく。まず、図９（ａ）の状態では全ての電磁石が励磁され
ているため磁界の範囲は最大となっているが、可動装飾体４１が第１列の電磁石片３０に
達する直前に第１列の電磁石片３０への通電をオフし、次いで可動装飾体４１が第２列の
電磁石片３０に達する直前に第２列の電磁石片３０への通電をオフし（図９（ｂ））、更
に可動装飾体４１が第３列の電磁石片３０に達する直前に第３列の電磁石片３０への通電
をオフする（図９（ｃ））。
【００２１】
　遊技球の落下タイミングをこのように制御することにより、個々の電磁石片３０の縦列
によって吸着された遊技球の落下タイミングを可動装飾体４１による振り払い動作に忠実
に追従させることができ、演出効果を高めることができる。
　なお、上記実施形態では、電磁石片３０を縦横に配列し、縦列単位でオンオフ制御する
ようにしたがこれは一例に過ぎず、横列単位でオンオフ制御してもよいし、個々別々にオ
ンオフさせるようにしても良い。
　また、電磁石片３０の配列方法として縦横方向以外の配列、例えば斜め方向に配列する
ようにしてもよい。
【００２２】
　次に、図１０（ａ）及び（ｂ）は本発明の他の実施形態（第３の実施形態）に係る吸着
貯留装置の構成及び動作説明図であり、図２乃至図６に示した第１の実施形態と同一部分
には同一符号を付して説明する。
　この吸着貯留装置２０を構成する吸着手段２５は、遊技球Ｂを吸着保持する樹脂製の吸
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着面（吸着板）２６と、吸着面の背面側に進退自在に配置された磁石（永久磁石、又は電
磁石）３５と、磁石２７を進退させる磁石駆動機構３６と、駆動機構制御手段３７と、を
備えている。
　本例では、磁石３５は永久磁石であり、この磁石３５は支持部材３５ａによって支持さ
れており、図１０（ａ）、図１１（ａ）、図１２（ａ）に示した吸着姿勢（吸着位置）と
、図１０（ｂ）、図１１（ｂ）、図１２（ｂ）に示した非吸着姿勢（非吸着位置）との間
を進退自在に構成されている。
　即ち、駆動機構制御手段３７は、磁石駆動機構３６を制御して磁石３５を吸着姿勢と非
吸着姿勢との間で進退させる。
【００２３】
　磁石駆動機構３６は、固定配置されたモータ３６ａと、モータ３６ａから水平に延びる
出力軸３６ｂに固定された台座３６ｃと、を備え、台座３６ｃに支持部材３５ａを固定す
ることにより、磁石３５は図１０（ａ）の吸着姿勢と（ｂ）の非吸着姿勢との間を進退（
回動）することができる。
　磁石３５が吸着姿勢にある時にはその磁界を吸着面２６の前方に作用させて遊技球を吸
着することができる一方で、非吸着姿勢にあるときにはその磁界が吸着面に作用しなくな
るために吸着していた遊技球を落下させることができる。
　なお、この磁石駆動機構の構成は一例に過ぎず、磁石３５を吸着姿勢と非吸着姿勢との
間で進退させることができる構成であれば、磁石の進退方向、進退経路はどのようなもの
であってもよい。例えば、磁石３５を単純に前後方向へ進退自在に構成してもよい。
【００２４】
　また、磁石３５として上記実施形態では永久磁石を例示したが、十分な吸着力を得るた
めに電磁石が必要な場合には電磁石に代えても良い。電磁石を使用する場合には、第１の
実施例と同様に電源、電磁石制御手段を用いる。
　可動装飾体ユニット４０は、吸着面２６から退避した退避位置と該吸着面の前方に突出
する突出位置との間を進退する可動装飾体４１と、可動装飾体を駆動するモータ４２と、
モータ４２を駆動制御する駆動制御手段４３と、を備えている。
　駆動機構制御手段３７は、磁石３５が吸着姿勢にあることにより吸着面に遊技球が吸着
されているときに、駆動制御手段４３が可動装飾体４１を退避位置から突出位置に移動さ
せるタイミングにて、磁石を非吸着姿勢に移行させることにより遊技球を落下させる。
　遊技球の落下タイミングをこのように制御することにより、磁石３５によって吸着され
た遊技球の落下タイミングを可動装飾体４１による振り払い動作に追従させることができ
、演出効果を高めることができる。
【００２５】
　上記各実施形態に係るパチンコ遊技機は、吸着貯留装置２０により保持した遊技球を大
当たり時の遊技演出として利用するようにしたものである。このため、本発明のパチンコ
遊技機では、吸着貯留装置２０を大入賞口として利用した大当たりゲームとして出球の異
なる複数種類の大当たり（例えば出球の多い第１大当たりゲームと、第１大当たりゲーム
より出球が少ない第２大当たりゲームの２種類）を用意しておくようにしている。
　ここで、第１大当たりゲームでは、上大入賞口２１の開閉片を例えば、５．２秒開放す
るゲーム、あるいは開閉片を所定回数に分けて、例えば２回×２．６秒開放するゲームを
１ラウンドとした出球があるラウンドゲームを１５ラウンド行う。ただし、一回のラウン
ドゲームにおいて上大入賞口２１内に最大９個の遊技球が入賞可能になっている。
【００２６】
　一方、第２大当たりゲームでは、上記出球があるラウンドゲームを５ラウンド行った後
、上大入賞口２１の開閉片を例えば、０．２秒開放するゲームを１ラウンドとした出球が
無いラウンドゲームを例えば１０ラウンドを行う。
　なお、第２大当たりゲームは、第１ラウンドゲームとラウンド数（例えば１５Ｒ）に設
定しつつ、出球があるラウンドゲームを第１大当たりゲームより少ない任意のラウンド数
だけ行い、残りのラウンドを出球のないラウンドゲームを行うようにしたり、或いは出球
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があるラウンドゲームを第１大当たりゲームより少ないラウンド数だけ行うようにしても
よい。
　そして、本実施形態では、第１大当たりゲーム、第２大当たりゲームのいずれにおいて
も、１ラウンド～５ラウンドの出球があるいずれかのラウンドゲームにおいて、少なくと
も１回は吸着貯留装置２０により遊技球Ｂを貯留するようにした。
【００２７】
　図２は、液晶表示器の前に貯留された遊技球の状態を示した図であり、上大入賞口２１
に入賞した複数の遊技球Ｂは、吸着貯留装置の電磁石により液晶表示器９の直上に配置し
た吸着面２６に貯留されることになる。
　ここで、大当たりゲームが第１大当たりの場合は、遊技球を貯留したラウンドのラウン
ドゲーム終了時に吸着貯留装置２０に貯留された実際の遊技球Ｂに可動装飾体４１を当接
させて遊技球をバラバラにさせ貯留状態を解除するという演出を行う。
　図３は、図２に示した遊技球を可動装飾体の回動に連動させて解除した直後の演出を示
した図であり、貯留された実際の遊技球に対して可動装飾体４１を当接させる（或いは当
接したように見せかける）ことで遊技球をバラバラにして、貯留状態を解除する。さらに
その背後の液晶表示器９に遊技球の解除を強調する画像表示９ａを行うことで迫力ある演
出を行うことができる。
　これに対して、大当たりゲームが第２大当たりの場合は、遊技球を貯留したラウンドの
ラウンドゲーム終了時に可動装飾体４１を動作させることなく遊技球の貯留を解除する。
このとき、液晶表示器９には遊技球の解除を強調する画像表示を行わないようにする。
【００２８】
　このように本実施形態のパチンコ遊技機では、出球が多く遊技者に有利な第１大当たり
ゲーム時においては、吸着貯留装置２０に貯留された遊技球の方向に可動装飾体４１を移
動させるタイミングで貯留状態にある遊技球を解除して落下させると共に、その背後の液
晶表示器９に遊技球解除に伴う画像を表示することで、これまでにない迫力ある演出効果
により遊技者を驚かせ、強く印象付けることが可能となり楽しみながら遊技を行うことが
できる。
　また本実施形態では、吸着貯留装置２０に例えば電磁石、或いは永久磁石を使うことに
より、吸着面２６に吸着された複数の遊技球を液晶表示器９の前方に数珠つなぎに垂れ下
げることができる。そして、貯留を解除する際には、電磁石をオフするだけで遊技球を落
下させることができるため、視覚的な迫力が得られると共に、可動装飾体の当接だけでは
完全に解除できない遊技球も確実に解除することができる。
　また、本実施の形態では、吸着貯留装置２０を上大入賞口２１として利用する場合を例
に挙げて説明したが、吸着貯留装置２０を大入賞口として利用するのではなく、リーチ演
出や予告演出を行う演出装置として利用することも可能である。
【００２９】
　図１３は、本実施形態のパチンコ遊技機の遊技制御を行う遊技制御装置の構成を示した
ブロック図である。
　図１３に示す遊技制御装置には、遊技の進行を制御する遊技制御基板１３０が設けられ
ていると共に、遊技の演出を制御する演出制御基板１４０と、画像制御基板１５０と、ラ
ンプ制御基板１６０、及び賞球を制御する払出制御基板１７０等が設けられている。
　遊技制御基板１３０は、ＣＰＵ１３１、ＲＯＭ１３２、ＲＡＭ１３３を有し、当該パチ
ンコ遊技機の主たる制御を行う。また、遊技制御基板１３０には、可変入賞装置１１の上
始動ポケット１４に設けられた第１始動口ＳＷ１３４ａや図示しない下始動口に設けられ
た第２始動口ＳＷ１３４ｂ、可変入賞装置１１に備えられた電チュー１７を開閉動作させ
るための第２始動口ソレノイド１３５、遊技盤３上のゲート１２のゲートＳＷ１３６が接
続されている。さらに、上大入賞口２１に設けられた上大入賞口ＳＷ１３７ｂ、上大入賞
口２１の開閉片を開閉動作させるための上大入賞口ソレノイド１３８ａ、下大入賞口１３
に設けられた下大入賞口ＳＷ１３７ｂ、下大入賞口１３の開閉扉を夫々開閉動作させるた
めの下大入賞口ソレノイド１３８ｂが接続されている。さらに遊技盤３の普通入賞口１６
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に設けられた普通入賞口ＳＷ１３７ｃ、第１始動口ＳＷ１３４ａ、第２始動口ＳＷ１３４
ｂで検出された入球数を記憶する貯留ランプ１５、特別図柄を表示する特別図柄表示器８
、普通図柄を表示する普通図柄表示器１０などが接続されている。
【００３０】
　一方、遊技制御基板１３０は、演出制御基板１４０と払出制御基板１７０とに接続され
ている。このように構成される遊技制御基板１３０は、始動条件の成立、即ち上始動ポケ
ットの上第１始動口ＳＷ１３４ａや、電チュー１７内の第２始動口ＳＷ１３４ｂにおいて
遊技球の入賞を検出したときに、ＣＰＵ１３１において乱数の抽選を行い、取得した乱数
に応じた演出コマンドを演出制御基板１４０に送信する。
　演出制御基板１４０は、ＣＰＵ１４１、ＲＯＭ１４２、ＲＡＭ１４３、ＲＴＣ１４４を
有し、演出全体の制御を行う。例えば、ＣＰＵ１４１は、リーチ演出を実現するための各
種機能ブロックを備えている。また、ＲＯＭ１４２には、演出画像データや各種リーチ演
出の画像データ、大当り遊技状態のときに液晶表示器９に表示する大当り遊技状態用の画
像データ、遊技球の解除を強調するグラフィックデータ、スピーカ１９から出力する特別
遊技状態用音声データ、遊技球解除の効果音等が記憶されている。
【００３１】
　画像制御基板１５０は、ＣＰＵ１５１、ＲＯＭ１５２、ＲＡＭ１５３を有し、画像及び
音声の制御を行う。画像制御基板１５０には、液晶表示器９、スピーカ１９が接続されて
いる。
　画像制御基板１５０のＲＯＭ１５２には、液晶表示器９に表示する画像データなどが記
憶されている。
　ランプ制御基板１６０は、ＣＰＵ１６１、ＲＯＭ１６２、ＲＡＭ１６３を有し、接続さ
れている各種ランプ、例え枠ランプ１６４や盤ランプ１６５、可動装飾体ユニット４０、
吸着貯留装置２０に設けられている電磁石等の制御を行う。即ち、ランプ制御基板１６０
は、電磁石制御手段２９、駆動機構制御手段３７、駆動制御手段４３を含む。
　払出制御基板１７０は、ＣＰＵ１７１、ＲＯＭ１７２、ＲＡＭ１７３を有し、遊技制御
基板１３０からの制御信号に基づいて、払出制御基板１７０に接続されている払出駆動モ
ータ１７４の駆動制御を行う。また、払出制御基板１７０には、払出球検出ＳＷ１７５ａ
、球有り検出ＳＷ１７５ｂ、満タン検出ＳＷ１７５ｃ等が接続されている。
【００３２】
　図１４は、遊技制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
　遊技制御基板１３０のＲＯＭ１３２は、大当たり選定手段２０１、当たりゲーム制御手
段２０２を備えている。
　大当たり選定手段２０１は、遊技球が始動口の始動口ＳＷを通過したときの抽選結果に
基づいて、上大入賞口２１を使用する第１又は第２大当たりゲーム、或いは下大入賞口１
３を使用する第３大当たりゲームの何れかを選定する。
　当たりゲーム制御手段２０２は、特別図柄表示器８に所定図柄が表示されたときに所定
の大当たりゲームを実行する。
　図１５は、画像制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
　画像制御基板１５０のＲＯＭ１５２は、画像表示制御手段２２０を備えている。画像表
示制御手段２２０は、液晶表示器９の表示制御を行う。
　また画像表示制御手段２２０は、可動装飾体遊技球連動表示制御手段２２１を有してい
る。
　可動装飾体遊技球連動表示制御手段２２１は、吸着貯留装置２０に貯留された遊技球を
解除する可動装飾体連動解除手段２１１による遊技球の解除に伴って液晶表示器９に所定
の表示を行う。可動装飾体連動解除手段２１１については後述する。
【００３３】
　図１６は、ランプ制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
　ランプ制御基板１６０のＲＯＭ１６２は駆動制御手段４３を備えている。駆動制御手段
４３は、剣を象った可動装飾体ユニット４０を駆動するモータ４２の駆動制御を行う。
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　また、駆動制御手段４３は、可動装飾体連動解除手段２１１、可動装飾体非連動解除手
段２１２、及び条件付駆動制御手段２１３を有している。
　可動装飾体連動解除手段２１１は、条件付駆動制御手段２１３による可動装飾体４１の
移動に伴って吸着貯留装置２０に貯留された遊技球を解除する。例えば、吸着貯留装置２
０が図２、図３、図７に示す構造である場合には、条件付駆動制御手段２１３による可動
装飾体４１の移動に伴って、吸着貯留装置２０の電磁石をオフにすることにより、吸着貯
留装置２０に貯留されている遊技球の吸着を解除するように制御する。
【００３４】
　また吸着貯留装置２０が図１０に示す構造である場合には、可動装飾体４１の移動に伴
って、吸着貯留装置２０の駆動機構制御手段３７によって磁石駆動機構３６を回転駆動す
ることにより吸着貯留装置２０に貯留されている遊技球の吸着を解除するように制御する
。
　可動装飾体非連動解除手段２１２は、駆動制御手段４３による可動装飾体の移動とは関
係なく吸着貯留装置２０に貯留された遊技球を解除する。例えば、吸着貯留装置２０が図
２、図３、図７に示す構造の場合は、可動装飾体４１の移動とは関係なく吸着貯留装置２
０の電磁石をオフにすることにより、吸着貯留装置２０に貯留されている遊技球の吸着を
解除するように制御する。
　また吸着貯留装置２０が図１０に示す構造の場合は、可動装飾体４１の移動とは関係な
く吸着貯留装置２０の駆動機構制御手段３７によって磁石駆動機構３６を回転駆動するこ
とにより吸着貯留装置２０に貯留されている遊技球の吸着を解除するように制御する。
　条件付駆動制御手段２１３は、大当たり選定手段２０１により第２ラウンド回数（１５
Ｒ）が選定された場合に、当たりゲーム制御手段２０２により第１ラウンド回数（５Ｒ）
のラウンドゲームが終了するまでの間にモータを駆動して可動装飾体４１を吸着貯留装置
２０に移動させる駆動制御を行う。
【００３５】
　このように本実施形態のパチンコ遊技機１では、当たりゲーム制御手段２０２が上大入
賞口２１を利用した第１大当たりゲームを行う場合、大当たり選定手段２０１により第１
大当たりゲームが選定された場合は、１Ｒ～５Ｒまでのラウンドゲームが終了するまでの
間に、少なくとも一回は吸着貯留装置２０により遊技球を貯留させる。ただしこの場合は
、可動装飾体非連動解除手段２１２により可動装飾体４１の移動とは関係なく吸着貯留装
置２０に貯留された遊技球を解除する。一方、大当たり選定手段２０１により第２大当た
りゲームが選定された場合は、上記同様、１Ｒ～５Ｒまでのラウンドゲームが終了するま
での間に、少なくとも一回は吸着貯留装置２０により遊技球を貯留させる。この場合は、
条件付駆動制御手段２１３により可動装飾体４１を吸着貯留装置２０に移動させる駆動制
御を行うタイミングで、可動装飾体連動解除手段２１１により吸着貯留装置２０に貯留さ
れた遊技球を解除する。
　さらに本実施形態のパチンコ遊技機１では、当たりゲーム制御手段２０２が上大入賞口
２１を利用した第２大当たりゲームを実行する場合は、上大入賞口２１の開閉片を所定期
間（例えば５．２秒）開放するゲームが終了する５Ｒまでの間に、少なくとも一回は吸着
貯留装置２０により遊技球を貯留させる。ただしこの場合は、可動装飾体非連動解除手段
２１２により可動装飾体４１の移動とは関係なく吸着貯留装置２０に貯留された遊技球を
解除する。
【００３６】
　このようにすれば、第１、第２大当たりゲームのうち、例えば出球が多く遊技者に有利
な大当たり、例えば第１大当たりゲームに当選した場合にのみ遊技盤３の中央に貯留され
た遊技球が、例えば可動装飾体４１により叩き落とされてバラバラになるという、これま
でにない迫力ある演出効果により遊技者を驚かせ、強く印象付けることが可能となる。ま
た、可動装飾体４１により叩き落とされてバラバラになるタイミングで、液晶表示器９に
それを強調する表示を行うことで、より迫力のある演出効果を実現することができる。
　特に、本実施形態のパチンコ遊技機１では、ランプ制御基板１６０により吸着貯留装置
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２０により貯留された遊技球Ｂに可動装飾体４１を当接させるタイミングに合わせて、電
磁石の電源をオフするようにしたため、可動装飾体４１の当接だけでは解除できない遊技
球も全て解除することができ、遊技球を勢い良く落下させることが可能となる。
　またランプ制御基板１６０により吸着貯留装置２０により貯留された遊技球Ｂに可動装
飾体４１を当接させるタイミングに合わせて吸着力を解除させるようにしているため、可
動装飾体４１を当接させることなく全ての遊技球を解除することができ、遊技球を勢い良
く落下させることが可能となる。
【００３７】
　さらに、演出制御基板１４０及び画像制御基板１５０は、スピーカ１９を使って可動装
飾体４１が貯留している遊技球Ｂに当接するタイミングで解除の効果音を出力すると、実
際の遊技球の解除と液晶表示器９による強調表示と、スピーカ１９からの効果音による相
乗効果によって、一層迫力のある演出を行うことができる。
　また、上記実施の形態では、大当たり時の演出処理として大入賞口に入賞した遊技球を
貯留し、所定のラウンド回数終了毎に剣で切って解除することで、ラウンドが終了するか
否かをスリリングに告知する演出例を示したが、必ずしもこの演出に限定されない。例え
ば、遊技盤３を流下する遊技球を吸着貯留装置で貯留し、大入賞口の開放時間内に一定条
件下で貯留された遊技球を解除して、大入賞口にまとまった数の遊技球を入賞させるよう
にした吸着貯留装置を構成しても良い。
　また、上記実施の形態では、可動装飾体４１を剣の形状として、貯留された遊技球を切
り落とすイメージで解除しているが、ビリヤードのキューのように棒で突いて解除させる
ことも可能であり、その場合の棒の突く位置により解除される遊技球の数を変えても良い
。さらに、可動装飾体４１を野球のバット、ロボットハンド、ハサミ等の種々の形状とし
、これらを使って貯留している遊技球の解除を行うようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態に係るパチンコ遊技機の全体正面図である。
【図２】本発明の一実施形態（第１の実施形態）に係る吸着貯留装置の構成及び動作を示
す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態（第１の実施形態）に係る吸着貯留装置の構成及び動作を示
す斜視図である。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は本発明の特徴的な構成を示す要部拡大図である。
【図５】本発明の他の特徴的な構成を示す説明図である。
【図６】（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は上記吸着貯留装置の正面図、平面図、及び側面図であ
る。
【図７】本発明の他の実施形態（第２の実施形態）に係る吸着貯留装置の構成を示す斜視
である。
【図８】（ａ）及び（ｂ）は第２の実施形態に係る吸着貯留装置の正面部、及び吸着手段
の構成を拡大図である。
【図９】（ａ）（ｂ）及び（ｃ）は電磁石片群毎への通電を段階的に解除した場合の磁界
の状態を示す説明図である。
【図１０】（ａ）及び（ｂ）は本発明の他の実施形態（第３の実施形態）に係る吸着貯留
装置の構成及び動作説明図である。
【図１１】（ａ）及び（ｂ）は第３の実施形態に係る要部構成、及び動作を示す説明図で
ある。
【図１２】（ａ）及び（ｂ）は第３の実施形態に係る吸着貯留装置の動作を説明する側面
図である。
【図１３】本実施形態のパチンコ遊技機の遊技制御を行う遊技制御装置の構成を示したブ
ロック図である。
【図１４】遊技制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
【図１５】画像制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
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【図１６】ランプ制御基板の特徴的な機能ブロックを示した図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１…パチンコ遊技機、３…遊技盤、３ａ…遊技領域、４…皿部、５…発射レバー、６…
操作部、７…アウト口、８…特別図柄表示器、９…液晶表示器、９ａ…画像表示、１０…
普通図柄表示器、１１…可変入賞装置、１２…ゲート、１３…下大入賞口、１４…上始動
ポケット、１６…普通入賞口、１７…電チュー、１９…スピーカ、２０…吸着貯留装置、
２１…上大入賞口、２２…遊技球通路、２２ａ…放出口、２３…緩衝部材、２４…シート
（ストッパ部材）、２４ａ…端縁、２５…吸着手段、２６…吸着面、２７…電磁石、２７
ａ…磁界出力面、２８…電源、２９…電磁石制御手段、３０…電磁石片、３０ａ…磁気生
成面、３５…磁石、３５ａ…支持部材、３６…ゲートＳＷ、３６…磁石駆動機構、３６ａ
…モータ、３６ｂ…出力軸、３６ｃ…台座、３７…駆動機構制御手段、４０…可動装飾体
ユニット、４１…可動装飾体、４２…モータ、４２ａ…出力軸、４３…駆動制御手段、１
３０…遊技制御基板、１３１…ＣＰＵ、１３２…ＲＯＭ、１３３…ＲＡＭ、１３４ａ…始
動口ＳＷ、１３４ｂ…始動口ＳＷ、１３５…始動口ソレノイド、１３６…ゲートＳＷ、１
３７ｂ…下大入賞口ＳＷ、１３７ｂ…上大入賞口ＳＷ、１３７ｃ…普通入賞口ＳＷ、１３
８ａ…上大入賞口ソレノイド、１３８ｂ…下大入賞口ソレノイド、１４０…演出制御基板
、１４１…ＣＰＵ、１４２…ＲＯＭ、１４３…ＲＡＭ、１４４…ＲＴＣ、１５…貯留ラン
プ、１５０…画像制御基板、１５１…ＣＰＵ、１５２…ＲＯＭ、１５３…ＲＡＭ、１６０
…ランプ制御基板、１６１…ＣＰＵ、１６２…ＲＯＭ、１６３…ＲＡＭ、１６４…枠ラン
プ、１６５…盤ランプ、１７０…払出制御基板、１７１…ＣＰＵ、１７２…ＲＯＭ、１７
３…ＲＡＭ、１７４…払出駆動モータ、１７５ａ…払出球検出ＳＷ、１７５ｂ…検出ＳＷ
、１７５ｃ…満タン検出ＳＷ、２０…吸着貯留手段、２０１…選定手段、２０２…ゲーム
制御手段、２１１…可動装飾体連動解除手段、２１２…可動装飾体非連動解除手段、２１
３…条件付駆動制御手段、２２０…画像表示制御手段、２２１…可動装飾体遊技球連動表
示制御手段
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